
市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問

押し花アート、編み物（手編み・機
械編み）、手織りの作品展示会

時

花でしおり作りの無料体験コーナー
もあります場商工会議所 TMOホール
問渡辺ニッティングスクール・南部 
☎

伊豆史談会例会講座

時 場郷土
資料館１階多目的室 ( 楽寿園内）内演
題：ふるさと三島の交通講伊豆史談会副
会長：関守敏さん費

料。要身分証明書）問土屋☎  
※会員募集中

 
三島児童作品展全作品展示

時
場生涯学

習センター３階多目的ホール・市民ギャ
ラリー内市内の小学１年～６年生から応
募された「絵画」「書写」の全作品を展
示問MOA美術館三島児童作品展実行委
員会事務局・高見☎

三島マンドリーノ・ドルチェ 
第

時 場長泉町
文化センター内演奏曲：ロミオとジュリ
エット、太陽がいっぱい、ジュピター、
劇場支配人、雲の行方など費無料問望月
☎

「集まれ！第４回真冬の大運動会」 
からだを使って楽しく遊ぼう

時
分場北小学校体育館内軽い運動、ボール
投げ、健康運動指導士によるストレッ
チや姿勢確認など対年長～小学生とその
保護者費 定
人持うわばき、飲み物、着替えなど申・
問 ☎

三島剣道スポーツ少年団・団員募集

時
場北中学校格技場対幼稚園～

中学３年生問村松☎

三島吹き矢同好会会員募集！

時土曜日（月３回）午後１時～４時 
場市民体育館２階内吹き矢の練習、月例会
費 申・問渡辺☎
☎

女性を対象とした支援事業に 
応募してみませんか？

内支援内容①女性のための教育・訓練賞 
②女子学生奨学金対①扶養家族を抱
えながら生活向上のための資格習得
を目指している女性②向上心を持
ち、毎日を励む大学院・大学女子学
生、専門学校女子学生※給付人数、給
付額などの詳細は問合せ先申・問１

 
▶国際ソロプチミスト伊豆天城・梶谷 

上岩崎公園秋まつり

時
雨決行場上岩崎公園（文教町）内地域の
皆さんの交流の場、手作り品や参加型ワー
クショップ、音楽演奏や地元グルメ販売、
活動 PRなど問ジモット☎

三島市民のつどい
時

場市
民文化会館小ホール内▶朗読：終わりの
始まりに～核兵器禁止条約のすべての国
で～、平和へのメッセージ▶合唱組曲：
初恋物語合唱団「初恋物語」費小学生以

問核兵器をなくし平和をつくる
三島市民の会・瀬古☎

静岡いのちの電話　市民講座 
～生きづらい若者をどう支えるか～

大学で学ぼう～日大バージョン～

時
場日本大学国際関係学部三島駅北口

校舎内▶講義：日本とロシア友情の船ヘ
ダ号について学ぼう▶体験：ヘダ号を作
ろう費無料対東部の知的障がい者などの
社会人申・問
別支援学校高等部・伊賀☎

時
場生活介護事業所えがお

敷地内（新谷）内ステージイベント、缶
バッジ作りなど各種ワークショップ、模
擬店、自主製品販売、大抽選会など問生
活介護事業所えがお・深澤☎

三島市　市民活動団体応援

広聴課kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp

文化

その他

年１月１日号への掲載
の申込みは、 月 日㈮まで
に、広報広聴課
kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp
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時 場市民文
化会館３階第２会議室内不登校や引きこ
もりなど生きづらさを抱えてい生きる若
者をどう支えるか講服部織江さん定
申静岡いのちの電話事務局☎

：正午～午後６時）左記時間
以外は☎
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今
回
は
市
南
部
の
中
心
、
大
場
駅

周
辺
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
場
は
大
場
川
下
流
の
東
に
広
が

る
水
田
地
帯
で
す
。
古
く
は
北き

た
ざ
わ沢

、

上か
み
ざ
わ沢

（
函
南
町
）
と
と
も
に
佐さ

ば
の
ご
う

婆
郷

の
一
村
で
し
た
。
約
二
百
年
前
の
地

誌
『
豆ず

し
ゅ
う
し
こ
う

州
志
稿
』
を
見
る
と
「
大
場

の
地
名
は
場
所
が
大
き
い
こ
と
に
よ

る
」「
伊
豆
山
（
神
社
・
熱
海
市
）

の
古
記
録
に
は
大お

お
ば庭

と
記
さ
れ
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
太た

い
こ
う閤
文

書
に
澤さ

わ
の
ご
う郷と
あ
り
後
に
古
名
に
戻
し

て
大
場
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
解
説

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
集
落
は
、
伊
豆
半
島
を

南
北
に
縦
断
す
る
下
田
街
道
の
途
中

に
あ
り
、東
へ
向
か
う
と
日ひ

が
ね
さ
ん

金
山（
十

国
峠
の
麓
）
や
、
伊
豆
の
東
海
岸
・

熱
海
な
ど
へ
通
じ
る
分
岐
点
で
、
交

通
の
要
衝
で
し
た
。

　

大
場
が
大
き
く
発
展
す
る
の
は
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）、
豆ず

そ
う相

鉄
道
（
後
の
駿す
ん
ず豆
鉄
道
、
現
在
の
伊

豆
箱
根
鉄
道
）
が
開
通
し
、
大
場
駅

が
開
業
し
た
頃
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

に
箱
根
山
の
下
を
通
る
鉄
道
の
ト
ン

ネ
ル
開
削
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
箱
根
山
の
北
側
を
回
っ
て
い

た
（
現
在
の
御
殿
場
線
経
由
）
東
海

道
線
は
、
こ
の
丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
よ
り
、
東
京
―
神
戸
間
の
距
離
と

乗
車
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。
丹
那
ト
ン
ネ
ル
は
、
開
通
ま
で

に
十
六
年
の
工
期
と
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
て
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

に
完
成
し
、長
く
日
本
一
の
長
さ（
全

長
約
七
千
八
百
ｍ
）を
誇
り
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
西
側
の
入
口
は
現
在

の
函
南
町
大お

お
だ
け竹

（
函
南
駅
の
東
側
）

で
す
。
工
事
に
必
要
な
大
量
の
資
材

は
鉄
道
を
利
用
し
て
運
ば
れ
、
東
海

道
線
三
島
駅
（
現
在
の
下
土
狩
駅
・

長
泉
町
）か
ら
駿
豆
鉄
道
を
経
由
し
、

大
場
駅
で
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
駅
の

東
側
一
帯
は
広
大
な
資
材
置
き
場
で

し
た
。
大
場
駅
か
ら
工
事
現
場
ま
で

軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
軽
便
鉄
道
が
多

く
の
作
業
員
や
資
材
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。　

　

昭
和
初
期
の
大
場
駅
周
辺
に
は
、

丹
那
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
関
係
者
が
集

ま
り
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

昭
和
五
年
十
一
月
、
丹
那
盆
地
を
震

源
と
す
る
北
伊
豆
地
震
が
発
生
し
ま

す
。
当
時
の
大
場
の
総
戸
数
二
四
九

戸
の
内
、
住
居
の
全
壊
一
五
一
棟
・

半
壊
六
一
棟
、
死
者
九
人
・
負
傷
者

五
十
人
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
が
進

め
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
景
気
も
加

わ
り
、
大
場
駅
周
辺
は
地
域
の
中
心

と
な
る
商
店
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
終
わ

る
と
、
資
材
置
き
場
な
ど
に
は
、
乳

製
品
工
場
、
製
靴
工
場
が
建
ち
、
工

業
地
域
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
場
駅
は
一
二
〇
年
に
わ
た
り
大

場
の
変
貌
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。

企画展「近代三島を作った人々－後期：経済・文化編－」を開催！
開催期間は 10 月 13 日㈯～平成 31 年1月3日㈭です。

地
域
の
歴
史　
　
　
　
　
　

 
　
　
大
場
と
大
場
駅

▲昭和 15 年（1940 年）７月大場神社の祭典

　

僕
の
じ
い
じ
は
、
僕
が
生
ま
れ
る
前
か

ら
聴
覚
障
が
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
じ
い

じ
は
、
僕
の
声
や
僕
が
弾
く
ピ
ア
ノ
の
音

を
聞
き
た
い
と
、
昨
年
人
工
内
耳
の
埋
め

込
み
手
術
を
し
ま
し
た
。
今
は
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
も
続
け
て
い
て
、
話
の
半
分
は
聞

き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
も
っ
と

聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
じ
い
じ
と

も
っ
と
話
を
た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
。

　

じ
い
じ
は
今
も
仕
事
を
し
て
い
て
忙
し

い
け
れ
ど
、
夜
や
休
日
に
よ
く
、
将
棋
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

明
る
く
て
優
し
い
じ
い
じ
と
、
こ
れ
か

ら
も
将
棋
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

当
番　

ふ
し
み　

り
ょ
う 

さ
ん
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